
` 令和5年度事業報告書

令和5年 1月 1日 から令和5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人さがのせき 。彩彩カフェ

1,事業成果

2023年 (令和5年)大分市の周辺部では人口の流出が止まらない !。

この現状なか、空き家・空き地も増え続ける。日常生活に欠かせない買物などの住民の足となる移動手段が
課題 !ど う解決 け るのか I。 まず自分たちでモビジティで体験することにした。
漁師まちは道幅も狭い、路地も多いのが特徴だ。大分市が23年度から本格的に運行する「グリーンスロー
モビリティ」と合わせる構想にした。
23年度「佐賀関半島Maas構 想プ臣ジェクト2023」 を実証実験を実施。地域外方々も多く参加され、24年

度に向け成果としてつながると期待する。
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◆高齢者や障害ン市を訪 1用 し、家事などの生活支援事業
・高齢者宅の生活支援 中庭の除車及び垣根撤去作業 予約3件

◆共働き家庭を訪問し、家事、育児などの生活支援事業
。若い家族家庭への支援も充実させる必要がある。
・疾病をもつ若年層の支援は過疎のまちでは重要な課題。

◆地産を活用 した郷土料理を提供 し、支え合い、ふれあい事業
・昨年の 8月 から、自治区の高齢者も移動が段々と難 しくなり

リヤカーによる移動 楽・楽マルシェに変更。
今年度は、 4月 から毎月第 4土曜 日は、
「れもんカフェ (認知症カフェ)」 も 3年 目にはい

り、時には地域外の方々も参加があり、世代を超え、
楽 しんでいる。
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◆個性的商店街づくり事業
。毎月第4土曜日は「楽・楽マルシェ」商店街の賑わいを
地元の交流の場として開催 しています。
新鮮な野菜があり、手作リパン、手芸品など。中でも
日本文理大学生カフェは学生が企画運営する。
季節毎にコーヒーやかき氷に焼き鳥といろいろ企画を
変えています。何よりも地元の人々とのコミュニティ
が賑わいに一役。
来場者は毎回100人 を超えています。新 しく津久見高
校調査部の女子学生さんも加わり会場も盛 り上がりを
見せる。
7月 には 7周年を、昼の部と夜の部 (路地うら夜市)

を開催、せど風が気持ちよく皆さんの表情も和み、
7周年を目標に「楽・楽マルシェ」は続きます。
10月 には楽・楽マルシェ110回記念 達成。

◆ビオファーム打内農園運営事業 (独 自事業)

。大分県森林環境l呆全関係事業の拠点でもある大分市大
宇本神崎河内地区。小規模農業集落でもあり、後継者
不足で田畑は荒廃。里山は放葉され荒廃が進む集落。
放棄された田 (竹林)を畑に戻すことから始まり10年
が経過。今では、野菜にレモン、キウイなどを町中で
販売する。独 り暮らし高齢者に好評。
まちの駅よらんせえ～店頭で販売、来客数は日に20数

人が訪れる。
4年前からは、レモン・キウイ・甘夏・真桑などの
ジェラー トをまちの駅で提供し、地元産の美味しさ
をアピール している。

◆令和3年度 れもんカフェ(大分市認知症カフェ運営事業)

運営事業

本年度は、受講者と「れもんカフェ」を開設。自治区
を中心に高齢者と次世代の料理体験、ときには日本文
理大学 学生も一緒に体験するなど交流も盛んです。
ふだんの暮らしの仲に「れもんカフェ」が地域に寄り
添います。

◆佐賀関半島・触れる観光プロジェク ト2021

,本年度は、日本文理大学 建築学科 1年生 (20名 )が地域
体験交流活動で佐賀関半島 関崎灯台周辺を3回に分け
自然林の伐採・剪定など地元と方々の指導受けながら、
作業体験と交流活動を実践。海と山のつながりや自然
を体感 しました。地域社会の体験を学ぶ一環、プログ
ラム。
NPO、 建築士会佐賀関支部、自治会の協力を得てこ
れからも続く取り組み。
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2.事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に関する事項

事業名 具体的な事業内容

(A)当 該事業の

実施 日時
(B)当 該事業の

実施日時
(C)従事者の人数

(D)受益対象
者の範囲

(E)人数

事業費の金額
(単位 :円 )

①高齢者や

'章

害
者を訪問し、
家事などの生
活支援事業

(事2-1)

室内清掃を中心に生活支援 該当なし (D):な し

(E):な し

0

②共働き家庭を
訪問し、家事
育児などの生

活支援事業

(事2-2)

準備中 該当なし (D):な し

(E):な し

0

③地産を活用し
た郷土料理を
提供し、支え

合い、ふれあ
い事業

(事2-3)

地域情報の案内や休憩・食事

(現在はキンチンカーによる移動販売

活動 )

(A):月 ～土曜日

(B):9時～15時

(C):従事者  1人

(D):一般市民

(E):120人

95,999

④言力
‐
問介護及び

小規模多機能
施設の開設運
営事業

(事2-0)

計画中 該当なし (D):な し

(E):な し

0

⑨大分県社会福

協議会委託

事業

(事3-1)

準備 甲 該当な し (D):な し

(E):な し

0

⑥大分県森林

環境保全

(事321

休止中 該当なし (D):な し

(E),な し

0
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⑦地域活力づく
り支援事業

(事 3-3)

衰退する関あじ関さぱ通り商店街の

活性化に毎月第4土曜日に空き地を
活用する「楽・楽マルシェ」を実施
日本文理大学生も参加するなど、商
店街を回遊する仕組み作りも進んで
いる。

(A):毎月第4土曜日

(B):10時～13時

(C):従事者 不特定

(D):一般市民

(E):不特定多数

0

ё佐賀関半島・

MaaS構想
プロジェク ト

(事 3-4)

地】_或の再生と活性化に向けた I地域
資源」の研究と利活用。
地域住民の新しい移動手段としての

実証実験段階。

(A):毎月第3火曜日

(B):19時～21時

(C):従事者 不特定

(D):な し

(E):な し

1,021,159

∪九州ろうきん
いlPO助 成事業

(事35)

自治区を元気に 11
軽 トラ 積載キッチンカー作成功成
各自治区のふれあい 。交流活動

該当なし (D):一般市民

(E):不特定多数

179,628

廻イオン財団
NPO助 成
事業

(事2-6)

佐賀関半島の関崎灯台周辺、国有地
、大分市所有地でありながら森林の

保全が手つかずのまま、自然林の整
枝を進め、土壌を活性化させ、海ヘ

来養分が届くようにする事業。
海岸に漂着する処理・清掃も絡む
環境保全事業ハ

該当なし (D):一般市民

(E):不特定多数

172,000

∪れ もんカフェ

運営事業

事業

(事併 7)

大分市認知圧カフェ運営事業

自治区を中心に高齢者 と次世代 と

料理体験、 ときには日本文理大学

学生も一緒に体験するなど交流も

盛んです。
ふだんの暮 らしの仲に 「れ もんカ
フェ |が地域に寄 り添いますぉ

(A):毎月第1,3土曜日

(B):10時 ～12時

(C):参加者 不特定

(D):一般市民

(E):不特定多数

4,578

⑩ビオファーム

河内農園運営
事業

(事4-1)

放棄された休耕田を活用する事業 くA):体 日のみ

(B):10時～17時

(C):従事者 不特定

(D):一般市民

(E):不特定多数

51,602

柄  要

事業費の合計   1,524,966
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ビオファー

5 その他収益

雑収入

経常収益計

Ⅱ 経常費用
と 事業費

(1)人件費
就労賃金
その他の賃金
法定福利
福利厚生費

人件費計

令和5年度特定非営利活動事業に係る活動計算書
令和5年 1月 1日 から令和5年12月 31日 まで

172,

26,733

0

27,000

0

0

463,113

0

36,284

0

652,836

0

さがのせき・ フ ェ

0

350,

37,000

1,240,000

172,

0

319,000

1,205,

1,02■

k,7爵、

0

0

(2)その他経費
通信費
光熱費
租税公課
家賃・地代

保 険

修繕費

消耗品

とPガス (燃料費)

食材仕入れ

事務・料理体験食材費

賃借料

雑 費

その他経費計

事業費計

科   日 金  額 (単位 :円 )

I 経常収益

1 受取会費
正会員・賛助会員会費

2 事業収益

350,000 001

3 委託事業収益



2 管理費

(1)人件費

職員給料

職員手当

法定福利

福利厚生費

人件費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

(2)その他経費

通信費 (携帯電話含む)

光熱費

租税公課

家 貸

保 険

修繕費

消耗品

事務用品

会議費

什器備品

賃借料 (軽四借上げ料)

雑 費

その他経費計

0

153,

0

0

0

0

0

0

0

0

264,575

264,

1,789,

9,

Ⅲ

Ⅳ

経常外収益

1固定資産売却収入

経常外収益計

経常外費用

1固定資産敗得支出

経常外費用計

経理区分振替額

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

財務諾表の注記

特定非営利活動法人さがのせき。彩彩カフェ

重要な会計方針

財務表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  NPO法 人会計基準協議会)に よっています。

0

0

0

0

1

9,

-583,

-574,

492



法第 28条第 1頂関係様式)

令和5年度特定非営利活動事業に係 る貸借紺照表

令和5年 1月 1日 から令和5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人さがのせき・彩彩カフェ

科   目 金  額 (単価 :円 )

I 資産の都

1 流奮力資産

現金

現金預金

未収金

前払金

流動資産合計

2 固定資産

1.備品 :気象観測棟・森づくり案内所施設

什器備品 (原価焼却 定額法)

2.移動キッチンカー (新規)原 価焼却定額法

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

預 り金

前受金

流動負債合計

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の都

前期繰越正味財産

当期正味財産増加額 (減少額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

153,695

909

0

0

440,000

80,000

400,000

０

　

０

　

０

1,073,604

0

154,604

920,000

0

1,073,604

1,074,604

1,073,604

-583,492

9,459

-574,033

-574,033



法第 28条第 1項関係様式)

令和5年度特定非営利活動事業に係 る財産 目録

令和5年 1月 1日 から令和5年 12月 31日 まで

特定非営利活動法人さがのせき 。彩彩カフェ

科  日 ・ 摘要 金  額 (単価 :円 )

I 資産の部

1 流動資産

現金

現金預金

普通預金 大分餌子佐賀関支店

普通預金 大分みらい信用金庫 坂ノ市支店

ゆ うちょ銀行

未収金

流動資産合計

固定資産

1.備 品 :気象観測棟・森づくり案内所施設

什器備品 (原価焼却 定額法)

2.移動キッチンカー (新規)原 価焼却定額法

2

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払金

預り金

前受金

流動負債合計

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正味財産合計

153,695

120

384

405

0

440,000

80,000

400,000

０

　

０

　

０

1,073,604

0

154,604

920 000

0


